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研究の概要 【目的】

肺がんを確実に早く治療するには、早期発見と根治手術が最も確実

な治療法とされており、全ての肺がん患者さんの約 50%が手術を受けて

います。肺がんの病状によっては、手術前に放射線療法や化学療法ま

たはその組み合わせ治療を受けたり、手術後に化学療法や放射線療法

を受けたりする場合もあります。肺がんの治療成績は年々向上してい

ますが、患者数は未だ増加傾向にあるため、今後さらに新しい検査、

手術技術や薬物など、診断や治療方法の開発が必要です。この研究で

は、2021 年に手術を受けた患者さんの情報を集めて分析します。また、

国際的なデータベースに協力し、肺がん診療の世界基準の構築に貢献

いたします。

【対象患者】

2021 年 1 月から 2021 年 12 月の間に、当センターにおいて肺がんの

外科治療を受けた患者さん

※上記の方については、「一般社団法人 National Clinical Database

に お け る 手 術 ・ 治 療 情 報 デ ー タ ベ ー ス 事 業 （ 研 究 番 号

KCRC-20-0051）」にも登録しています。

【方法】

上記の方を対象に下記情報を収集し匿名化した上で、胸部腫瘍デー

タベースとしてナショナルクリニカルデータベース（NCD）のサーバー

上で保管され、データ解析センター（東京理科大学理学部数学科）に

おいて解析します。解析されたデータは本研究に参加する施設で論文

作成等を行います。また、匿名化後に構築されたデータベースは海外

の国際的学術団体である International Association for the Study of 

Lung Cancer に供出し、肺がんの進行具合を示す指標である TNM 分類の

改定作業の基礎データとします。上記のデータは、各施設において 10

年間適切に管理されます。

【使用する情報】

入院情報、手術前情報（各種検査結果、画像所見、術前ステロイド

の有無等）、手術・周術期の情報、病理所見、がん遺伝子・免疫情報、

経過等
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